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第9章 

強制変位
による解析

9.1 概念の理解

9.2  チュートリアル

9.3  構造計算の解説

9.4  練習問題

1.1 概念の理解
-単純梁解析の概念

1.2 チュートリアル
-モデルの概要
-作業環境の設定
-材料及び断面の定義
-節点及び要素の生成
-境界条件の入力
-荷重の入力
-構造解析の実行
-解析結果の確認

1.3 構造計算の解説
-力学的概念の理解及び数値計算

1.4 練習問題
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- 概念の理解 -



ー概念の理解強制変位による解析 教科書9-1

強制変位
特定の節点において，ある⾃由度⽅向の変位量が既知である場合，その変位

条件の下での構造的挙動を解析する⼿法．



ー解析の概念強制変位による解析 教科書9-2



ー解析の概念強制変位による解析 教科書9-2

反力上向き

反力下向き

沈下盛上る
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- チュートリアル -



ーモデルの概要チュートリアル

本チュートリアルでは 2 スパン連続梁において，梁要素（要素 1,2）には等分布荷
重が載荷され，2つの⽀点（節点 2，3）には⽀点沈下が発生する際の⽀点反力，
変形図，部材力を確認する。

特に，構造解析後の結果の分析において，⽀点沈下が発生する前と後の
⽀点反力や各種の部材力の変化様相を確認する。

教科書9-3



- 構造計算の解説 -
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ー構造計算の解説 教科書9-20強制変位による解析



ー構造計算の解説 教科書9-21強制変位による解析
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